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字
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

「
矣
」
字
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
３
）
、
正
格
漢
文

で
は
語
気
詞
と
し
て
の
用
法
を
持
つ
と
さ
れ
、
世
尊
寺
本
『
字
鏡
』
に
於
い
て

も
「
語
已
助
辞
也
」「
已
矣
語
詞
也
」
と
し
て
い
る
（
４
）
。
変
体
漢
文
に
於
け
る
用

法
に
つ
い
て
は
鈴
木
恵
氏
に
詳
し
く
（
５
）

、
氏
は
『
日
本
霊
異
記
』
の
み
な
ら
ず
、

平
安
鎌
倉
時
代
の
変
体
漢
文
に
つ
い
て
詳
細
に
用
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
上

で
、
左
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
様
相
（
橋
村
注
・
原
態
に
近
い
興
福
寺
本
で
は
「
矣
」
と
す
る
箇
所

を
、
来
迎
院
本
・
真
福
寺
本
・
前
田
家
本
・
国
会
本
で
「
也
」
字
と
し
て

い
る
こ
と
）
は
、
先
述
の
和
化
漢
文
用
字
史
上
の
検
討
の
結
果
と
歩
を
一

に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
、
こ
こ
に
日
本
霊
異
記
古
写
本
間
の

異
動
、「
也
」、「
矣
」
両
字
の
方
向
と
し
て
、
和
化
漢
文
用
字
史
上
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
一
七
三
頁
上
）

単
純
に
用
例
数
の
み
を
示
す
と
、『
豆
相
記
』
に
於
け
る
「
矣
」
の
用
例
数

一
、
は
じ
め
に

『
豆
相
記
』
は
、
北
条
早
雲
に
始
ま
り
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
北

条
氏
直
ま
で
を
描
い
た
、
所
謂
後
北
条
に
関
わ
る
軍
記
物
語
で
あ
る
。
本
文
の

成
立
は
近
世
初
期
と
さ
れ
、
訓
点
付
き
の
漢
字
文
で
記
さ
れ
て
い
る
（
１
）

。
作
者

に
つ
い
て
は
、『
群
書
解
題
』
に
よ
れ
ば
不
明
と
し
な
が
ら
も
「
綱
成
の
孫
で
、

北
条
氏
が
滅
亡
し
て
か
ら
、
徳
川
家
康
の
家
臣
と
な
っ
た
氏
勝
の
関
係
者
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
」と
し
て
い
る
（
２
）

。
中
世
に『
平
家
物
語
』『
曽

我
物
語
』
等
の
真
名
軍
記
が
成
立
し
て
ゆ
く
中
で
、
戦
国
の
動
乱
期
を
経
て
近

世
初
期
に
成
立
し
た
真
名
軍
記
が
、
第
二
義
的
変
体
漢
文
と
し
て
如
何
な
る
性

格
を
有
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
す
る
た
め
に
、
本
資
料
を
取

り
上
げ
る
。
分
析
の
視
点
は
、
何
れ
の
真
名
本
に
も
あ
る
程
度
の
用
例
を
確
認

す
る
こ
と
が
出
来
、
比
較
す
る
こ
と
が
出
来
る
助
字
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す

る
。
本
稿
で
は
特
に
、『
豆
相
記
』
に
於
い
て
多
数
用
例
が
確
認
出
来
た
「
矣
」

聖
藩
文
庫
本
『
豆
相
記
』
に
於
け
る
「
矣
」
字
の
用
法
に
つ
い
て

橋
　
村
　
勝
　
明
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（
群
・
九
上
11
）

右
の
３
例
は
、
何
れ
も
助
辞
の
交
替
例
で
あ
る
。
聖
藩
文
庫
本
と
群
書
類
従

本
と
で
は
こ
れ
ら
の
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
用
例
に
つ
い
て
検
討
し
た
と
こ
ろ

群
書
類
従
本
に
つ
い
て
も
本
稿
の
論
旨
に
は
影
響
が
な
い
。
諸
本
レ
ベ
ル
の
問

題
で
は
な
く
『
豆
相
記
』の
用
字
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
右
の
３
組
の
用
例
を
見
る
と
群
書
類
従
本
の
「
矣
」
字
の
用
法
に
つ
い

て
は
、
聖
藩
文
庫
本
の
「
而
」「
于
」
字
が
位
置
す
る
部
分
に
「
矣
」
字
を
用

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
個
別
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

二
、『
豆
相
記
』
の
「
矣
」
字
の
用
法

『
豆
相
記
』
に
は
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
88
例
用
例
が
存
す
る
。
上
代
に
は

文
中
に
あ
っ
て
「
ヲ
」
格
の
助
詞
と
し
て
用
い
た
例
が
見
ら
れ
る
が
、
本
資
料

に
は
そ
の
よ
う
な
例
は
な
く
、
全
て
文
末
に
位
置
し
不
読
と
し
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。そ
れ
ら
に
つ
い
て
、日
本
語
文
と
し
て
訓
読
し
た
場
合
の「
矣
」

字
に
上
接
す
る
漢
字
の
品
詞
に
つ
い
て
分
類
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
８
）

。
な

お
、
訓
点
に
よ
っ
て
助
動
詞
が
加
点
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
助
動
詞
に
分
類
し

て
い
る
。

動
詞
＋
矣
　
　
　

68
例

助
動
詞
＋
矣
　
　

12
例

形
容
詞
＋
矣
　
　
６
例

助
辞
の
重
複
　
　
２
例

は
87
例
指
摘
出
来
る
。
一
方
で
「
也
」
字
は
48
例
存
し
、「
矣
」
字
か
ら
「
也
」

字
へ
と
用
字
史
上
変
化
を
遂
げ
た
と
す
る
方
向
性
か
ら
は
明
ら
か
に
反
し
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
勿
論
、平
安
鎌
倉
時
代
と
江
戸
時
代
初
期
と
い
う
、

大
き
な
時
代
上
の
違
い
が
あ
り
、
又
同
じ
漢
字
文
と
は
い
え
、
成
立
事
情
の
違

い
な
ど
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
単
純
な
比
較
な
ど
は
出
来

な
い
（
６
）
。
そ
こ
で
、
ま
ず
『
豆
相
記
』
に
於
け
る
「
矣
」
字
の
用
法
を
確
認
し
た

上
で
、
中
世
以
降
の
漢
字
文
と
の
比
較
検
討
を
行
い
た
い
。

な
お
、『
豆
相
記
』
に
つ
い
て
は
聖
藩
文
庫
本
の
他
、
群
書
類
従
本
に
つ
い

て
も
「
矣
」
字
の
用
例
に
つ
い
て
確
認
を
し
た
が
、
群
書
類
従
本
に
は
89
例
存

し
、
異
同
が
３
箇
所
認
め
ら
れ
る
（
７
）
。

ａ
　
猶
二
蟷
螂　カ
　ヘ遮

レ
車
精
衛
填

カ
ウ
ツ
ム
カ一

レ
海　ヲ
難
レ
遂
レ
防
戦　シテ 
而
退　ニ
二
于
城　ニ
一

（
聖
・
一
〇
オ
９
）

’ａ
　
猶
二
蟷
螂
遮
レ
車
精
衛
填
一
レ
海
難
レ
遂
二
防
戦
一
矣
退
二
于
城
一

（
群
・
六
下
16
）

ｂ
　
忍　テ
二
鞭
市　ノ
　ヲ刑

一
而
欲
レ
抜　　ン

ト二
於
意
恨　ヲ
一
自
鎌
倉
帰　テ
レ
武
而
畔　ク
矣

（
聖
・
一
〇
ウ
10
）

’ｂ
　
忍
二
鞭
市
刑
一
而
欲
レ
抜
二
於
意
恨
一
自
二
鎌
倉
一
帰
レ
武
而
畔
乎

（
群
・
七
上
10
）

ｃ
　
甘
縄
城
守
上
総
介
綱
成
梶
原
備
前
守　ヲ
シ
テ■
闘
艦
五
百
餘
艘　ヲ

シ
テ■
而
到
二

于

三
保
崎　ニ
一 

（
聖
・
一
四
オ
９
）

’ｃ
　
甘
縄
城
守
上
総
介
綱
成
梶
原
備
前
守
闘
艦
五
百
餘
艘
而
到
二
矣
三
保
崎
一
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○
非
失
レ
血　ヲ
則
失　フ
レ
國　ヲ
之
言　ニ
一
乎
矣 

（
豆
相
・
一
一
オ
５
）

○
雖　　ト
モレ

爭　　フ
ト約_

言
豈　ニ
變　セ

ン
ヤ■

哉
矣 

（
豆
相
・
一
二
オ
３
）

「
矣
」
字
は
、「
完
了
・
既
定
を
あ
ら
わ
す
助
辞
」
で
あ
る
と
さ
れ
（
９
）

、
観
智
院

本
『
類
聚
名
義
抄
』
及
び
世
尊
寺
本
『
字
鏡
』
に
お
い
て
字
音
を
掲
出
す
る
の

み
で
字
訓
を
掲
出
し
な
い
こ
と
か
ら
、『
豆
相
記
』
に
お
い
て
も
そ
の
具
体
的

な
用
法
を
判
断
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
助
辞
を
重
ね
て
用
い
る

例
で
は
疑
問
助
辞
「
乎
」「
哉
」
を
重
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
語
の
助
詞

に
接
続
す
る
こ
と
も
確
認
出
来
、
そ
の
結
果
、
動
詞
・
形
容
詞
・
助
動
詞
・
助

詞
と
幅
広
く
接
続
出
来
る
用
法
を
持
つ
こ
と
が
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
「
矣
」
字
と
極
め
て
近
い
用
法
を
持
っ
て
い
た

「
也
」
字
は
、『
豆
相
記
』
に
於
い
て
は
48
例
確
認
出
来
、
そ
の
用
法
は
以
下
の

よ
う
で
あ
る
。

名
詞
＋
也
　
　
　

32
例

助
動
詞
＋
也
　
　

14
例

動
詞
＋
也
　
　
　
１
例

助
詞
＋
也
　
　
　
１
例

ま
ず
、「
名
詞
＋
也
」
の
用
法
を
掲
げ
る
。

○
葛
山
者
天
智
天
皇　ノ
末
孫
竹
下
孫
八
左
衞
門
之
後
昆
也 

（
豆
相
・
二
オ
７
）

○
時
人
言
二
兩
管
領　ト
一
是
也 

（
豆
相
・
三
ウ
９
）

○
凡　ソ
　ス屬

二
管
領
一
州
國　ハ
相
武
上
野
房
總
羽
奧
越
後
信
佐
等
州
也（

豆
相
・
三
ウ
10
）

ま
ず
、「
動
詞
＋
矣
」
の
用
例
を
掲
げ
る
。

○
安
邊
野
之
役　ノ
後
來　テ
　フ從

レ
先
帝　ニ
矣 

（
豆
相
・
一
オ
10
）

○
先
帝
第
八　ノ
宮
關_

東
下
向
之
時
時
行　ニ

コ

　
扈_

從　セウ
ス

  

矣 

（
豆
相
・
一
ウ
１
）

○
故　ニ
　ハ宮
者
還
二_

行
于
吉
野
一
時
行
寓
二_

居　ス
勢
州　ニ
一
矣 

（
豆
相
・
一
ウ
４
）

右
に
掲
げ
た
ほ
か
、
動
詞
の
用
例
と
し
て
は
、「
殺
（
コ
ロ
ス
）」「
結
（
ム

ス
ブ
）」「
呼
（
サ
ケ
ブ
）」
等
が
見
ら
れ
る
。

次
に
、「
助
動
詞
＋
矣
」
の
用
例
を
掲
げ
る
。

○
故　ニ
諸
士
盡　ク
屬　シ

テレ
上
杉　ニ
而
關
東
不
レ
動
レ
干_

戈　ヲ
矣 

（
豆
相
・
二
ウ
４
）

○
恰　モ
　シ如

二
飛
龍　ノ
　カ上

レ
天
矣 

（
豆
相
・
四
オ
７
）

○
可　シ
レ
謂　ツ
非　ス

トレ
庸ヨ

ウ

童
矣 

（
豆
相
・
七
ウ
４
）

助
動
詞
の
用
例
は
右
の
用
例
の
他
、「
使
（
シ
ム
）」「
可
（
ベ
シ
）」「
未
（
ズ
）」

が
確
認
出
来
る
。

次
に
、「
形
容
詞
＋
矣
」
の
用
例
を
掲
げ
る
。

○
于
レ
茲
兩
上
杉
有
レ
間
二
昆
弟
之
言　ニ
一
而
不
和　ナ

ル
コ
ト■

久　シ
矣

（
豆
相
・
三
オ
１
）

○
實　ニ
當
家
世
々
汚

ケ
カ
シ

管
領
職　ヲ
一
執　ルノ
權
柄　ノ
　ヲ威

一
之
間
積_

勳
漸_

久　シ
矣

（
豆
相
・
三
オ
７
）

○
故
三
浦　ノ
師
於
レ
彼_

河
而
宴
安
甚　シ
矣 

（
豆
相
・
四
ウ
３
）

形
容
詞
の
用
例
は
右
の
用
例
の
他
、「
莫
（
ナ
シ
）」「
久
（
ヒ
サ
シ
）」
が
確

認
出
来
る
。

右
に
掲
げ
た
以
外
に
、
文
末
に
助
辞
を
重
ね
て
用
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
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割
合
か
ら
す
れ
ば
、
6.9
％
で
あ
る
）
と
い
う
こ
と
か
ら
、
名
詞
の
場
合
と
比
較

し
て
、
明
確
に
用
法
差
と
し
て
良
い
か
ど
う
か
が
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る

の
で
、
ま
ず
は
指
摘
に
留
め
る
。

一
方
、「
名
詞
＋
矣
」
の
用
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
矣
」
が

訓
と
結
び
つ
い
て
い
な
い
た
め
に
、「
名
詞
＋
矣
」
と
す
る
と
、
訓
を
補
わ
な

い
限
り
は
文
が
名
詞
で
止
ま
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
お
検
討
を

要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
、
真
名
軍
記
に
お
け
る
「
矣
」
字

『
豆
相
記
』
に
お
け
る
「
矣
」
の
用
例
数
及
び
用
法
に
つ
い
て
「
也
」
字
と

の
比
較
を
行
い
つ
つ
、
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
用
例
数
は
、「
矣
」
字
と
「
也
」

字
と
の
割
合
が
約
２
対
１
と
な
っ
て
お
り
、「
矣
」
字
の
方
が
多
く
用
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
状
況
が
、
中
世
か
ら
近
世
初
期
の
真
名
軍
記
の
位
置
に
お
い
て

如
何
な
る
意
味
を
有
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
べ
く
、
他
の

真
名
軍
記
の
用
例
数
を
以
下
に
掲
げ
る
。
な
お
、
資
料
に
よ
っ
て
総
文
字
数
が

大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
参
考
ま
で
に
総
文
字
数
を
掲
げ
た
。
一
部
片
仮
名

を
交
え
る
『
大
塔
物
語
』
に
つ
い
て
は
、
片
仮
名
一
字
に
つ
い
て
も
一
字
と
し

て
総
文
字
数
に
入
れ
て
い
る
。

「
矣
」
字
の
用
法
と
し
て
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
名
詞
に
接
続
す
る
用
例
が
、

「
也
」
字
で
は
最
も
多
く
確
認
出
来
た
。
ま
ず
は
こ
の
点
が
、『
豆
相
記
』
に
於

け
る
「
矣
」「
也
」
字
の
用
法
差
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

次
に
、
助
動
詞
に
接
続
す
る
用
例
を
掲
げ
る
。

○
屡く
暢ノ

ヘ

巧_
言
令_

色
之
諛ヘ

ツ
ラ
イ
ヲ■

時く
以　テ
二
浸
潤
膚_

受　ノ
之
讒　ヲ
一
構
　
　
　ハ
ナ
リ

  

二
家
也

（
豆
相
・
三
ウ
４
）    

■

○
所_

謂　ル
義
輝
賜　ナリレ
輝　ノ_
字　ヲ
也 

（
豆
相
・
九
オ
３
割
書
）

○
葛
原
親
王
三
代
之
孫
平
將
軍
貞
盛
之
冑
裔　ナリ
也 

（
豆
相
・
一
オ
３
）    

■

「
也
」字
を
不
読
と
し
、「
ナ
リ
」を
付
訓
す
る
た
め
に
こ
の
用
例
が
多
く
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
右
の
用
例
は
、
何
れ
も
訓
読
語
に
基
づ
く
例
で
あ
る
が
、

次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
用
字
レ
ベ
ル
で
の
用
例
も
一
例
な
が
ら
指
摘
で
き
る
。

○
是
可
忍
也
孰
不
可
忍
也 
（
豆
相
・
三
ウ
４
）

用
例
と
し
て
は
２
例
存
す
る
が
、
右
に
示
し
た
よ
う
に
対
句
的
に
用
い
ら
れ

て
い
る
た
め
、
併
せ
て
掲
げ
た
。

次
に
、「
動
詞
＋
也
」
の
用
例
を
掲
げ
る
。

○
於
レ
此
越
人
畏
其_

強　　キ
ヲ也 

（
豆
相
・
一
三
オ
８
）

最
後
に
、「
助
詞
＋
也
」
の
用
例
を
掲
げ
る
。

○
此
日
何イ
ツ
ノ

　
■
日　ソ

ヤ也
天
正
十
八
庚
寅
七
月
十
一
日
也 

（
豆
相
・
一
七
ウ
１
）

さ
て
、
先
に
「
矣
」「
也
」
字
の
用
法
差
と
し
て
、
名
詞
に
接
続
す
る
か
否

か
を
指
摘
し
た
が
、「
也
」
字
に
は
「
矣
」
字
に
見
ら
れ
た
、
形
容
詞
に
接
続

す
る
用
法
が
存
し
な
い
。「
形
容
詞
＋
矣
」
の
用
例
が
６
例
（「
矣
」
字
全
体
の
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○
召
具
下
人
許　を
仕　つ

ゝ

 

御
友　を
入　に

け
る■

宇
津　の
宮　へ

ソ

 

矣 

（
曽
我
・
巻
六
・
一
オ
３
）

○
其
次　に
　の敵
助
経
与
大
勢
烈
出　に

け
り■

矣 

（
曽
我
・
巻
八
・
一
オ
３
）

○
傳
兄
弟
二
人　の
意
趣　を
　に聞
人
々
不

袖　を
無　け

り

 

人　は
一
人　モ
矣（

曽
我
・
巻
十
・
一
オ
４
）

○
成　シ
二
滯
留　ヲ
一
御
父
子
相
伴　テ
納
御
馬　ヲ
　ヌ給
矣 

（
惟
任
・
一
七
オ
５
）

○
即
時
乘
込
悉　ク
刎
レ
首　ヲ
畢　ン

ヌ

 

矣 

（
惟
任
・
一
八
オ
２
）

○
互　ニ
　シ成

二
可
レ
入
魂
固　メヲ一
取
二
替　シ
誓
詞　ヲ
一
各
歸
國　シ
　ヌ畢
矣 

（
惟
任
・
三
四
ウ
２
）

○
三
千　ノ
佛
弟
子
如
レ
在　　ル

カ二
目
前　ニ
一
矣 

（
惟
任
・
三
八
ウ
４
）

○
依　テ
二
斯コ

ノ
ク
ワ
リ
ニ

科
理
一
遂

ツ
イ
ニ 

失　フ
二
己　レカ 

身　ヲ
一
悲カ

ナ

矣シ
キ
カ
ナ
ヤ

 

（
文
正
・
一
四
オ
６
）

右
の
諸
例
は
付
訓
に
基
づ
く
接
続
例
で
あ
る
が
、『
惟
任
退
治
記
』
三
八
ウ

４
の
例
の
み
用
字
レ
ベ
ル
の
接
続
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、「
動
詞
＋
矣
」の
用
例
で
あ
る
。
用
例
数
は
左
に
掲
げ
る
４
例
で
あ
る
。

○
肆コ
ゝ
ニ
ト■
都
鄙　ヒノ  

猥ワ
イ
サ
ウ
ヨ
リ

雜
從
レ
是
起

 
 
ヲ
コ
ル

  

矣 

（
文
正
・
一
オ
４
）

○
可
レ
被
二
指
寄
一
雜
説
有　リ
二
其
聞

 
キ
コ
ヘ一

矣 

（
文
正
・
一
〇
オ
４
）

○
走

 
ハ
セ
テ
ハ
ヒ
カ
ヘ

而
于 

々　　テ
ハ

 

走　セヤ
ス
ヒ應レ
手
　
　ニ
マ
カ
セ
テ
從
レ
心　ニ

タ
ヤ
ス
ク
ノ
ル

容
易
乘
矣 

（
文
正
・
一
二
オ
２
）

○
御
殿　ニ
手
自
懸
レ
火　ヲ
被
レ
召
二
御
腹　ヲ
一
畢
矣 

（
惟
任
・
二
二
ウ
８
）

次
に
「
形
容
詞
＋
矣
」
の
用
例
を
掲
げ
る
。
本
用
例
は
１
例
存
す
る
。

○
往
過
去　の
約
束
流
来
生
死　の
有
樣
悲　ケレ
思
遣　コソ
矣 

（
曽
我
・
巻
二
・
一
オ
５
）

次
に
「
名
詞
＋
矣
」
の
用
例
を
掲
げ
る
。
本
用
例
は
１
例
存
す
る
。

○
於　テ
二
信
州
更
科　ノ
郡
布
施　セノ 

郷　ニ
一
合
戰　ノ
次
第
事
矣 

（
大
塔
・
一
オ
２
）

最
後
に
「
形
容
動
詞
＋
矣
」
の
用
例
を
掲
げ
る
。
本
用
例
は
１
例
存
す
る
。

【
中
世
真
名
軍
記
に
於
け
る
「
矣
」「
也
」
の
用
例
数
と
総
文
字
数
】

矣

也

総
文
字
数）

10
（

大
塔
物
語）

11
（

１

57

10300
文
正
記）

12
（

４

37

4200

曽
我
物
語）

13
（

７

15

80300

惟
任
退
治
記）

14
（

５

36

5600

豆
相
記）

15
（

87

48

6000

右
の
表
か
ら
、
直
ち
に
看
取
さ
れ
る
の
は
、『
豆
相
記
』
の
「
矣
」
字
の

使
用
率
が
、
総
文
字
数
及
び
「
也
」
字
の
数
と
比
較
し
て
も
極
め
て
大
き
い

と
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
総
文
字
数
が
最
大
の
『
曽
我
物
語
』
の
約

八
〇
〇
〇
〇
字
に
対
す
る
「
矣
」
字
が
６
例
で
あ
る
の
に
対
し
て
、『
豆
相
記
』

で
は
約
六
〇
〇
〇
文
字
に
対
し
て
、
87
例
と
そ
の
割
合
が
非
常
に
大
き
い
こ
と

が
分
か
る
。
又
、「
矣
」「
也
」
字
の
割
合
を
比
較
す
る
と
、
先
に
『
豆
相
記
』

で
は
約
２
対
１
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
た
が
、
最
も
用
例
数
が
近
接
し
て

い
る
『
曽
我
物
語
』
に
あ
っ
て
も
約
１
対
２
と
、そ
の
割
合
が
逆
転
し
て
い
る
。

そ
し
て
、『
大
塔
物
語
』『
文
正
記
』『
惟
任
退
治
記
』
で
は
「
也
」
字
の
用
例
の

割
合
が
『
曽
我
物
語
』
よ
り
も
そ
れ
ぞ
れ
高
く
な
っ
て
い
る
。
比
較
に
用
い
た

真
名
軍
記
の
「
矣
」
字
の
用
例
を
、
用
法
毎
に
以
下
に
掲
げ
る
。

ま
ず
、「
助
動
詞
＋
矣
」
の
用
例
で
あ
る
。
本
用
例
が
最
も
多
く
10
例
見
ら

れ
た
。○

今
鎌
倉
殿　　と
て

 

預　下
へ
り■
日
本
將
軍　の
宣
旨　に
矣 

（
曽
我
・
巻
四
・
一
オ
３
）

○
名　　を
は

 

呼　に
け
る■

北
條　の
五
郎
時
宗　とソ
矣 

（
曽
我
・
巻
五
・
一
オ
３
）
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四
、『
豆
相
記
』
の
「
矣
」
字
使
用
の
背
後

こ
れ
ま
で
、『
豆
相
記
』の「
矣
」字
に
つ
い
て
、中
世
真
名
本
と
比
較
し
つ
つ
、

そ
の
用
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
接
続
に
つ
い
て
は
、
他
の
真
名
本
と
大

き
く
異
な
る
部
分
は
無
い
が
、
用
例
数
が
大
き
く
異
な
る
点
が
違
い
と
し
て
指

摘
出
来
る
。
又
、
他
の
真
名
本
で
は
漢
文
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
さ
せ
る
部

分
に
「
矣
」
字
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、『
豆
相
記
』
に
あ
っ
て
は
文
章
中

ほ
ぼ
全
編
に
亘
っ
て
用
例
が
指
摘
出
来
る
。

ま
た
、
訓
読
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
用
法
は
日
本
語
と
し
て
何
ら
か
の

訓
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ
ず
、多
く
の
場
合
不
読
と
し
て
い
る
。

一
方
で
、『
豆
相
記
』
の
「
也
」
字
は
、
仮
名
点
に
よ
っ
て
「
ナ
リ
」
と
結
び

つ
く
な
ど
が
見
ら
れ
、
訓
と
の
結
び
つ
き
を
伺
わ
せ
る
。
他
の
真
名
本
で
極
め

て
形
式
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
矣
」
字
が
、『
豆
相
記
』
に
お
い
て
多
用
さ

れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
日
本
語
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
文
章
表
記
上
「
矣
」
を
以
て
文
末
を
表
示
す
る
と
い
う
、
句
点
的

な
機
能
を
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る）

16
（

。

漢
字
文
に
於
い
て
特
定
の
漢
字
が
句
点
的
な
機
能
を
有
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
矢
田
氏
が
先
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、「
候
」
字
の
機
能
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
説
明
す
る）

17
（

。

そ
の
候
文
の
視
覚
的
な
読
み
や
す
さ
を
支
え
た
も
の
に
は
様
々
あ
る
だ
ろ

う
が
、
文
末
及
び
句
の
接
続
に
必
ず
「
候
」
が
存
在
す
る
こ
と
は
意
味
の

○
打
低
樋　て
思
最
後　と
哀　な

り

 

矣 

（
曽
我
・
巻
九
・
一
オ
３
）

用
例
数
に
つ
い
て
は
、
先
に
確
認
し
た
と
お
り
、『
豆
相
記
』
に
比
し
て
少

な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
用
法
に
つ
い
て
は
、『
豆
相
記
』
に
見
え
た
「
動

詞
＋
矣
」「
助
動
詞
＋
矣
」「
形
容
詞
＋
矣
」
の
全
て
に
つ
い
て
、
用
例
数
の
多

少
は
あ
る
が
確
認
出
来
た
。
用
法
に
関
し
て
は
、
大
凡
の
と
こ
ろ
『
豆
相
記
』

と
重
な
る
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
が
、
但
し
、
右
の
資
料
に
於
け
る
「
矣
」

字
の
用
法
に
は
接
続
以
外
の
偏
り
が
見
ら
れ
る
。『
曽
我
物
語
』
で
は
、
常
に

各
巻
の
冒
頭
で
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
僅
か
一
例
の
み
で
あ

る
が
、『
大
塔
物
語
』
で
も
指
摘
出
来
、
又
『
文
正
記
』
に
お
い
て
も
冒
頭
部

で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
軍
記
物
語
の
冒
頭
部
は
由
来
を
語
る
部
分
で
あ
り
、
非

常
に
伝
統
的
な
内
容
及
び
表
現
を
重
視
す
る
部
分
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
全

て
の
「
矣
」
字
は
他
の
漢
字
の
大
き
さ
と
比
す
る
と
、
若
干
小
さ
く
本
行
の
右

に
寄
せ
て
記
さ
れ
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
部
分
に
「
矣
」
字
が
用
い

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
相
当
に
正
格
漢
文
を
意
識
し
て
い
る
こ
と
を
伺
わ
せ

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
『
惟
任
退
治
記
』
に
お
い
て
、5
例
中3

例
が
「
畢
」
に
接
続
し
て
お
り
、
漢
文
的
な
表
現
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
こ
と

か
ら
も
窺
え
る
。

中
世
真
名
本
に
於
け
る
「
矣
」
字
と
「
也
」
字
と
の
用
法
差
に
つ
い
て
は
、

な
お
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
『
豆
相
記
』
の
「
矣
」
の

用
法
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
す
る
た
め
、
中
世
に
於
け
る
「
矣
」「
也
」
の
用

法
差
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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五
、
ま
と
め

『
豆
相
記
』
と
ほ
ぼ
同
時
代
成
立
と
見
ら
れ
る
『
惟
任
退
治
記
』
で
は
、
文

末
を
示
す
助
辞
が
記
さ
れ
な
い
。
一
方
で
、『
豆
相
記
』で
は
、「
也
」「
矣
」に
よ
っ

て
文
末
を
積
極
的
に
示
そ
う
と
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。文
末
を
示
す
こ
と
は
、

日
本
語
文
と
し
て
の
切
れ
目
を
表
示
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
が
、
文
意
を
理

解
す
る
上
で
は
文
が
中
止
し
て
い
る
か
継
続
し
て
い
る
か
は
問
題
と
は
な
ら
な

い
。
変
体
漢
文
は
、
本
来
の
日
本
語
の
表
記
形
式
を
捨
て
内
容
の
理
解
が
可
能

で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
り
、本
来
は
『
惟
任
退
治
記
』

の
よ
う
な
表
記
法
で
充
分
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
日
本
語

文
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
と
す
る
配
慮
が
働
く
と
、『
豆
相
記
』
の
よ
う
に
文

の
切
れ
目
を
表
示
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。た
だ
し
、『
豆
相
記
』

に
あ
っ
て
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
「
矣
」
字
の
用
法
を
有
す
る
の
か
に
つ
い

て
は
、
一
つ
の
解
釈
を
示
す
に
留
め
る
。

さ
て
、
こ
こ
ま
で
で
『
豆
相
記
』
の
「
矣
」
字
が
、
他
資
料
と
比
較
し
て
非

常
に
特
徴
的
な
用
法
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
問
題
は
、
何
故
そ
の
よ
う
な

特
徴
が
生
じ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
よ
り

広
く
資
料
を
検
討
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
資
料
的
な
性
格
に
基
づ

く
解
釈
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
言
及
し
た
い
。

近
世
に
入
っ
て
、各
地
で
所
領
の
大
名
に
つ
い
て
の
由
来
記
が
作
成
さ
れ
た
。

そ
し
て
そ
の
分
布
範
囲
は
、
全
国
的
な
広
が
り
を
見
せ
る
。
そ
れ
ら
の
成
立
に

切
れ
目
の
確
認
手
段
と
し
て
有
効
に
機
能
す
る
も
の
で
あ
る
。

漢
文
を
訓
読
す
る
際
に
、
ど
の
部
分
で
区
切
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
古
来
日

本
人
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
日
本
語
の
文
末
が
文
法
的
に
終
止
形

や
終
助
詞
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
こ
と
と
は
対
照
的
に
、
漢
文
で
は
文
末
に
置

か
れ
る
漢
字
が
存
す
る
も
の
の
、
常
に
文
末
の
漢
字
を
用
い
る
と
は
限
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
人
は
仮
名
文
に
は
区
切
れ
の
符
号
を
用
い
な
い

一
方
で
、
漢
文
訓
読
に
お
い
て
句
読
点
を
用
い
始
め
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実

で
あ
る
。
更
に
、
問
題
と
な
る
の
は
、
日
本
人
が
漢
字
文
を
表
記
す
る
と
き
に

文
の
区
切
れ
を
ど
の
よ
う
に
表
示
す
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

候
文
で
は
、「
候
」
字
が
句
読
点
的
機
能
を
有
し
て
い
る
と
矢
田
氏
は
指
摘

す
る
が
、
近
世
初
期
ま
で
の
真
名
軍
記
の
場
合
「
候
」
字
が
使
用
さ
れ
る
こ
と

は
少
な
く
、
文
末
を
表
示
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
所
謂
文
末
の
助
字
だ
け
と

な
る
。
そ
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
文
末
の
助
字
を
用
い
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、

疑
問
や
断
定
の
場
合
に
は「
乎
」や「
也
」が
日
本
語
と
し
て
の
疑
問
の
助
詞「
か
」

や
「
な
り
」
と
対
応
し
て
い
る
の
で
用
い
や
す
い
。
と
こ
ろ
が
、
助
動
詞
を
伴

わ
な
い
文
と
な
る
と
書
記
を
す
る
立
場
と
し
て
は
文
末
を
表
示
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
。
そ
こ
で
、『
豆
相
記
』の
場
合「
矣
」字
が
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
す
る
と
、
先
の
「
乎
矣
」「
哉
矣
」
と
い
う
文
字
列
も
単
純
に
疑
問
を
あ

ら
わ
す
の
み
と
解
釈
出
来
る
の
で
あ
る）

18
（

。
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こ
に
住
ま
う
人
々
が
如
何
に
軍
記
物
語
を
生
成
し
、
享
受
し
た
の
か
と
い
う
こ

と
も
含
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
で
、
文
書
な
ど
も
全
国
各
地
で

作
成
さ
れ
、
そ
の
分
布
は
広
範
囲
に
亘
り
、
ま
た
そ
の
点
数
は
非
常
に
多
い
。

そ
の
文
章
の
体
裁
に
つ
い
て
は
候
体
の
確
立
な
ど
部
分
的
な
歴
史
的
変
化
は
認

め
ら
れ
よ
う
が
、
大
凡
定
型
化
し
て
い
る
と
み
ら
れ
、
地
域
に
よ
る
大
き
な
差

は
考
え
難
い
。

『
豆
相
記
』
の
助
字
「
矣
」
字
の
用
法
と
、
資
料
的
な
性
質
と
を
ど
の
よ
う

に
結
び
つ
け
ら
れ
る
か
、
又
数
多
く
存
在
す
る
近
世
初
期
軍
記
の
資
料
群
に
つ

い
て
「
用
字
法
」
と
「
地
域
性
」
と
い
う
二
つ
の
視
点
を
設
定
す
る
と
、
ど
の

よ
う
な
事
柄
が
垣
間
見
え
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）　『
群
書
解
題
』第
十
三
、「
豆
相
記
」の
項
目
に
よ
る
。
な
お
、本
稿
で
用
い
る
本
文
は
、

聖
藩
文
庫
蔵
本
の
紙
焼
き
写
真
に
よ
る
。

（
２
）　『
群
書
解
題
』
第
十
三
、「
豆
相
記
」
の
項
目
に
よ
る
。

（
３
）　
鈴
木
直
治
『
中
国
古
代
語
法
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
年
）
一
六
五
頁
等
。

（
４
）　『
説
文
解
字
注
』（
上
海
古
籍
出
版
、
一
九
八
一
年
）
二
二
七
頁
下
に
、「
語
已
詞
也
」

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
た
も
の
か
。

（
５
）　
鈴
木
恵
「
日
本
霊
異
記
古
写
本
の
比
較
に
基
づ
く
文
末
の
助
字
「
也
」「
矣
」
字

の
用
法
」（『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
三
輯
、
広
島
大
学
文
学
部
国
語
学
研
究
室
、

一
九
八
〇
年
）。
上
代
の
文
献
に
つ
い
て
は
、李
瑩
瑩「
上
代
漢
字
文
献
に
お
け
る「
矣
」

の
用
法
」（『
国
文
論
叢
』
第
四
二
号
、
二
〇
一
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
６
）　「
成
立
事
情
の
違
い
」
と
い
う
の
は
、
築
島
裕
氏
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ

つ
い
て
は
、
梶
原
正
昭
氏
に
よ
っ
て
詳
述
さ
れ
て
お
り）

19
（

、
ま
た
『
平
家
物
語
』

や
『
太
平
記
』
な
ど
の
初
期
軍
記
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

20
（

。
し
か
し
、『
豆

相
記
』
の
如
き
関
東
で
の
合
戦
の
詳
細
な
記
述
は
、
あ
る
程
度
の
土
着
性
が
存

在
し
な
い
こ
と
に
は
成
立
し
得
な
い
。

土
着
性
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
丹
波
赤
井
氏
に
関
係
す
る
軍
記

に
つ
い
て
、
山
上
登
志
美
氏
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る）

21
（

。

今
回
と
り
あ
げ
た
赤
井
氏
関
係
軍
記
の
祖
本
の
作
者
は
、
黒
井
周
辺
に

生
き
た
人
物
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
本
に
見
た
改
変
も
地
元
に
生

き
た
人
々
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）

題
材
と
な
っ
た
地
方
の
合
戦
の
地
元
に
生
き
る
人
が
書
い
た
軍
記
が
、

地
元
に
お
い
て
改
変
さ
れ
、
地
元
に
根
付
き
伝
え
ら
れ
て
い
く
。
軍
記
の

誕
生
か
ら
改
変
、享
受
ま
で
地
元
と
密
接
に
関
わ
る
こ
の
よ
う
な
性
質
は
、

前
代
の
軍
記
作
品
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、『
別
所
記
』
に
つ
い
て
も
、

『
別
所
記
』
に
は
、
こ
の
よ
う
な
地
元
の
人
々
の
強
い
思
い
入
れ
や
、
在

地
で
し
か
知
り
得
な
い
情
報
に
よ
っ
て
加
筆
さ
れ
て
い
っ
た
痕
跡
が
う
か

が
え
る
。
か
え
っ
て
、
早
く
に
地
元
か
ら
外
に
流
出
し
た
伝
本
の
方
に
古

態
性
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

と
し
て
、
諸
本
を
「
在
郷
性
」
と
い
う
観
点
か
ら
分
類
し
て
い
る
）
22
（

。

近
世
初
期
軍
記
を
「
在
郷
性
」
や
地
域
性
・
地
方
性
と
い
う
枠
組
み
で
捉
え

る
と
、
助
字
の
用
法
の
偏
り
は
単
に
用
法
上
の
問
題
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
。
そ
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一
九
七
四
年
）
に
依
っ
た
。

(

14)

　
天
正
一
〇
（
一
五
八
二
）
年
成
立
、
江
戸
中
期
写
。
本
文
は
内
閣
文
庫
蔵

（
一
六
二
五
二
二
号
）
本
の
紙
焼
き
写
真
に
依
っ
た
。

(

15)

　
戦
国
か
ら
江
戸
初
期
成
立
、
群
書
類
従
本
に
よ
る
。

(

16)

　『
豆
相
記
』
に
は
文
の
句
切
れ
を
示
す
句
読
点
な
ど
の
補
助
符
号
は
使
用
さ
れ
て

お
ら
ず
、ま
た
文
字
間
に
よ
る
文
末
、句
末
の
表
示
方
法
も
採
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

「
矣
」
字
に
よ
る
文
末
表
示
を
し
て
い
る
も
と
の
考
え
る
が
、
で
は
他
の
真
名
本
で
は

ど
の
よ
う
に
文
末
を
表
示
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
課
題
と
し
て

残
さ
れ
て
い
る
。
今
後
検
討
し
た
い
。

(

17)

　
矢
田
勉
『
国
語
文
字
・
表
記
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）
第
四
編

　
第
三
章
　
候
文
の
特
質
Ⅰ 

―
「
候
」
字
の
機
能

(

18)

　「
矣
」
字
の
機
能
を
、
以
上
の
よ
う
に
理
解
し
た
場
合
、
他
の
漢
字
文
で
の
句
切

れ
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
個
別
の
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。
例

え
ば
、『
御
堂
関
白
記
』
な
ど
の
古
記
録
は
一
つ
の
記
事
が
比
較
的
短
く
、
内
容
の
把

握
に
は
長
文
と
比
較
す
る
と
労
力
を
必
要
と
し
な
い
。
又
、
改
行
に
よ
っ
て
文
の
あ

る
程
度
の
句
切
れ
を
表
示
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

(

19)

　
梶
原
正
昭
『
室
町
・
戦
国
軍
記
の
展
望
』（
和
泉
書
院
、
一
九
九
九
年
）
所
収
「
戦

国
軍
記
の
展
望
」
等
。

(

20)

　
武
田
昌
憲
「『
大
友
記
』
と
『
太
平
記
』
―
『
太
平
記
』
の
影
響
―
」（『
茨
城
女
子

短
期
大
学
紀
要
』
20
）、北
川
忠
彦
「
戦
国
軍
記
『
清
良
記
』
に
み
る
『
平
家
物
語
』『
太

平
記
』
の
受
容
」（『
女
子
大
国
文
』
115
）
等
。

(
21)

　
山
上
登
志
美「
丹
波
赤
井
氏
関
係
軍
記
に
つ
い
て
―
戦
国
軍
記
の
地
方
性
―
」（『
軍

記
と
語
り
物
』
42
、
二
〇
〇
六
年
）

(

22)
　
松
林
靖
明
・
山
上
登
志
美
『
別
所
記
―
研
究
と
資
料
―
』（
和
泉
書
院
、一
九
九
六
年
）

― 

は
し
む
ら
・
か
つ
あ
き
、
広
島
文
教
女
子
大
学
教
授 

―

き
て
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
三
年
、
九
二
四
頁
）
に
お
い
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
、
漢
文
の
分
類
（
第
一
義
的
変
体
漢
文
と
第
二
義
的
変
体
漢
文
）
を
指
す
。

平
安
鎌
倉
時
代
の
変
体
漢
文
は
、
多
く
の
場
合
第
一
義
的
変
体
漢
文
と
し
て
良
い
が
、

中
世
以
降
成
立
の
漢
字
文
は
第
二
義
的
変
体
漢
文
で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

（
７
）　
群
書
類
従
本
に
つ
い
て
は
、『
群
書
類
従
・
第
二
十
一
輯
　
合
戦
部
』（
一
九
九
四
年
、

訂
正
三
版
第
九
刷
）
を
参
照
し
た
。
所
在
に
は
頁
数
・
上
下
段
・
行
数
の
順
に
記
し

て
い
る
。

（
８
）　「
為
」
字
は
タ
リ
・
ス
・
ナ
ル
等
の
訓
を
持
ち
、
動
詞
・
助
動
詞
の
判
別
が
困
難

で
あ
る
た
め
、
全
て
動
詞
と
し
た
。「
為
」
字
に
接
続
す
る
用
例
は
３
例
で
あ
る
。

（
９
）　
小
川
環
・
西
田
太
一
郎
『
漢
文
入
門
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
、
三
四
頁
他
）。

ま
た
、『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
用
例
は
省
略
す
る
。

【
矣
】
一
　
語
の
終
り
に
用
ひマ
マ

る
文
字
。

イ
　
断
定
・
決
定
な
ど
の
意
を
あ
ら
は
す
。

ロ
　
限
定
の
意
を
あ
ら
は
す
。

ハ
　
疑
問
、
又
、
反
語
の
意
を
あ
ら
は
す
。

二
　
句
中
、
又
は
他
の
助
辞
に
冠
し
て
詠
嘆
の
意
を
あ
ら
は
す
辞
。

三
　
句
末
に
あ
つ
て
下
を
起
す
に
用
ひマ
マ

る
辞
。

『
豆
相
記
』
に
あ
っ
て
は
全
て
文
末
の
用
例
で
あ
る
の
で
、
一
或
い
は
三
の
用
法
に
該

当
す
る
も
の
と
考
え
る
。
但
し
、
後
に
指
摘
す
る
よ
う
に
形
式
的
に
文
末
に
用
い
ら
れ

て
い
る
の
で
、『
豆
相
記
』
の
そ
れ
は
何
れ
に
も
該
当
し
な
い
用
法
で
あ
る
と
考
え
る
。

(

10)

　
総
文
字
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
の
位
で
四
捨
五
入
を
し
た
。

(

11)

　
文
正
元
（
一
四
六
六
）
年
本
奥
書
、
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
刻
。

(

12)

　
文
亀
二
（
一
五
〇
二
）
年
本
奥
書
、
寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
写
。
本
文
は
松
平

公
益
会
所
蔵
本
の
紙
焼
き
写
真
に
依
っ
た
。

(

13)

　
天
文
一
五
（
一
五
四
六
）
年
写
。
本
文
は
、『
真
名
本
曽
我
物
語
』（
勉
誠
社
、


